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　 世帯 人が暮らしていた呉市安浦町市原
地区は、「平成 年７月豪雨」で砂防ダムが
決壊し、土石流や流木、岩が山津波のように
押し寄せ、家屋と棚田が一瞬にして飲み込ま
れた。同地区の自治会長・中村正美さんがそ
の体験と現状を広島別院で語った。

山間に広がる棚田一面に土石流が流れ込んだ。中村さんは、土砂を
かき出して田植えを行った場所（写真左部分）を案内してくれた。
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被災地の現状と１年の歩み 参拝者に語る中村正美さん


